
 
平成 28 年度第 2回日本小児歯科学会九州地方会役員会議事録	

	

	

開催日時：	 平成 28 年６月５日（水）10：30〜12:45	

開催場所：	 医療法人	 おく小児矯正歯科（鹿児島市）２階研修室	

出席者:	 奥	猛志、尾崎正雄、山﨑要一、牧	 憲司、西田郁子、岡	 暁子、	

山座治義、石谷徳人、田中克明、空田安博、橋本敏昭、木舩敏郎、高風亜由美、	

京極絵美、井上浩一郎、旭爪伸二、佐藤秀夫、橋口真紀子、長谷川大子、柳田憲一	

欠席者：	 野中和明、藤原	 卓、星野倫範、舛元康浩、重田浩樹、竹島	勇、久芳陽一	

	 	 	 	 (敬称略)		

	

	

1. 開会の辞	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
尾崎副会長より開会の辞が述べられた。	

2. 会長挨拶	 	 	 	
奥会長より会長挨拶が述べられた。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

3. 報告事項	
		1)	第 1 回役員会議事録確認	 	 	 	

	 	 奥会長より、第１回役員会の議事録（資料１）、役員名簿（資料２）、九州	 	 	

	 	 地方会会則（資料３）、事業計画（資料４）、予算案（資料５）、九州地方会	

	 	 会員動向（資料６）について報告を行った。	

		2)	日本小児歯科学会理事会報告	

奥会長より、資料７をもとに九州地方会会員の日本小児歯科学会理事その他

役員就任状況について報告を行った。また、山﨑副会長より日本小児歯科学

会の公益法人化の進捗状況について報告があり、尾崎副会長より公益化後の

九州地方会としての対応の必要性について説明があった。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 		

		3）第 34 回日本小児歯科学会九州地方会大会および総会準備状況について	

井上大会長より資料８および 16 をもとに、第 34 回大会の準備状況について	

報告があり、懇親会を大会前日の夜に開催する旨および歯科衛生士セミナー	

については日本糖尿病協会の指定研修となるよう申請中であることが報告	

された。	

		4)	第 35 回日本小児歯科学会九州地方会大会および総会準備状況について	

	 	 奥会長より、資料９をもとに平成 29 年 11 月 19 日（日）に佐賀県歯科医師	

	 	 会館で長崎大学と佐賀県歯科医師会による主催で開催予定であることが報	

	 	 告された。	



	 5)	第 55 回日本小児歯科学会大会および総会について	

	 牧先生より、資料１８をもとに第 55 回日本小児歯科学会大会および総会を平	

	 成 29 年５月 25 日、26 日に西日本総合展示場新館（北九州市）にて九州歯科	

	 大学の主管で開催準備が進んでいることが報告された。橋本先生より JSPP 全	

	 国集会の案内について報告された。	

	 6)	西日本歯科保健健康会議の発足について	

	 尾崎副会長より学校歯科保健に関する多職種の研究会である西日本歯科保健	 	

	 健康会議が５月７日に発足し、尾崎副会長が初代会長に就任したことが報告	 	

	 された。	

	 7)	熊本地震について	

	 京極先生より、被災および現況についての報告と各方面からの支援に対する	

	 謝辞が述べられた。山﨑副会長より、九州各大学からの医療支援および日本	

	 小児歯科学会からの物資支援と義援金の募集に関する報告があった。奥会長	 	 	

	 から九州地方会および第34回大会において義援金等の支援方法を検討する旨	

	 が述べられた。	

4. 議長選出	
奥会長より石谷徳人先生が議長に選出された。	

5.	審議事項	

		1)	第 33 回日本小児歯科学会九州地方会大会及び総会会計について	 	

	 柳田大会長より資料10をもとに海外講師の招聘に伴う交通費等により会計収	

	 支が 69,519円の赤字収支となっていることが報告され九州地方会会計から補	

	 填の要請があった。同赤字に関しては大会運営が適切に行われ、かつ赤字額	

	 が九州地方会余剰金と比較して少額であることから、平成 27 年度九州地方会	

	 予算を修正して、赤字補填することが承認された。また、地方会大会への補	

	 助金額については、地理的条件等、各大会の状況を鑑みて役員会にて審議し	

	 て変更することも了承された。	

		2)	歯科衛生士活性化委員会について	 			 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 奥会長より、資料 11 をもとに歯科衛生士が九州地方会において積極的に参画	

	 することを目的とした、委員会を九州地方会内に設立すること、委員長は石	

	 谷徳人先生とすることが提案され、同提案は承認された。各役員からの意見	

	 として、認定歯科衛生士取得後の年会費が１万円に増額し負担が増えること、	

	 地方から歯科衛生士セミナーへの参加が困難であること、認定歯科衛生士取	

	 得後の更新が困難であること等が挙げられ、今後の検討課題となった。	

	 3)	地方会大会優秀発表賞について	

	 奥会長より、資料 12 をもとに地方会大会における演題発表の活性化および大	

	 会優秀発表賞創設の提案がされた。各役員より、日本小児歯科学会公益法人	



	 化後の規約との関係性に矛盾が生じるおそれおよび同賞に係る経費の負担等	 	 	

	 の問題点の指摘があり、第 34 回大会に限定して大会優秀発表賞を創設する	

	 ことが再提案され、同提案は了承された。第 34 回大会以降の同賞に関して	

	 は、今後の検討課題となった。	

		4)第 36 回日本小児歯科学会九州地方会及び総会開催地について	

		奥会長より、資料 17 を用いて近年の主管大学等の順序性より、福岡歯科大学が			

		主管となることが提案され、同案は承認された。	

		5)九州地方会県代表幹事の選出方法等について	

	 山﨑副会長より、１名の県代表幹事が推薦により選出された後に辞退したこ	

	 とを受けて、今後の選出等に影響が出るのではとの懸念が示された。県代表	

	 幹事の選出方法については今後の検討課題となった。	

6. 総	 評	 																																																													
	 旭爪監事より、今回は活発な議論が行われた充実した役員会であり、今後も	 	

	 九州地方会役員会を通して小児歯科九州地方会の発展を期待しますとの総評	

	 を頂いた。	

7. 閉会の辞	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
山﨑副会長より閉会の辞が述べられた。	

	

	

平成 28 年度	第３回日本小児歯科学会九州地方会役員会		

	 日時：平成 28 年 10 月 29 日（土）17:00〜	

	 場所：宮崎市民プラザ	 中会議室	


